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一、認
定
こ
ど
も
園
へ
の
対
応
と
そ
の
後

認
定
こ
ど
も
園
法
制
定
の
背
景

�

（
百
十
周
年
記
念
誌
よ
り
抜
粋
）

　

幼
稚
園
と
保
育
所
は
、
保
護
者
の
就
労
の
有
無
で

利
用
す
る
施
設
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
幼
稚

園
と
保
育
園
は
も
と
も
と
設
立
の
目
的
が
違
う
こ

と
、
少
子
化
が
進
む
中
で
幼
稚
園
と
保
育
所
が
地
域

に
別
々
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
子
育
て
に
つ
い

て
不
安
や
負
担
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
の
支

援
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
幼
稚
園
と
保
育
所
等
の
規
制
の
枠

組
み
を
超
え
た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
、
両

方
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
新
し
い

仕
組
み
を
創
ろ
う
と
い
う
観
点
か
ら
「
就
学
前
の
子

ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
就
学
前
の
教

育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
新
た
な
選
択
肢
で

あ
る
『
認
定
こ
ど
も
園
』
が
、
平
成
十
八
年
十
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
園
の
取
り
組
み
（
経
緯
）

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
園
は
平
成
十
八
年
、
岩

手
県
よ
り
委
託
を
受
け
認
定
こ
ど
も
園
の
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
翌
年
岩
手
県
第
一
号
と
し
て
認
定
こ

ど
も
園
に
認
可
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
は
幼
稚
園
型
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
二
年
も
り

お
か
保
育
園
が
認
可
さ
れ
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
緯
で
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四
年
八
月
、
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連
の
制
度

及
び
財
源
を
一
元
化
し
て
新
し
い
仕
組
み
を
構
築
し
、

質
の
高
い
学
校
教
育
・
保
育
の
一
体
的
な
提
供
、
保

育
の
量
的
拡
充
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
3
法
」
が

成
立
し
、
そ
の
制
度
の
も
と
に
平
成
二
十
七
年
四
月

か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
制
度
に
向
け
て
の
本
園
の
対
応

　

新
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、
本
園
で
は
、
前
年
の

平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
予
想
さ
れ
る
種
々
の
課
題
に
つ
い
て
、
月

二
回
の
ペ
ー
ス
で
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
幅
な

制
度
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
説
明
会
を
、

同
じ
内
容
で
日
程
を
違
え
て
二
回
開
催
し
ま
し
た
。

新
制
度
移
行
に
よ
る
本
園
の
運
営
の
変
化

　

新
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
園
の
運
営

の
仕
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
次
に
主
な
変
更

に
つ
い
て
概
要
を
記
し
ま
す
。

○
単
一
施
設
と
な
る

　

以
前
は
、「
盛
岡
幼
稚
園
」
と
「
も
り
お
か
保
育
園
」

の
二
つ
の
施
設
で
、
園
長
も
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ま
し
た

が
、
新
制
度
で
は
単
一
施
設
と
な
り
、
園
長
も
一
人

と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
園
の
名
称
は
、「
盛

岡
幼
稚
園
」
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
経
理
が
一
本
化

　

従
来
の
経
理
の
仕
方
は
、
幼
稚
園
は
文
科
省
か
ら

の
補
助
金
、
保
育
園
は
厚
労
省
か
ら
の
委
託
費
で
し

た
の
で
、
会
計
経
理
が
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新

制
度
で
は
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
「
施
設
型
給
付
」

と
な
り
、
経
理
が
一
本
化
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
点

で
は
簡
便
に
な
り
ま
し
た
が
、
施
設
型
給
付
を
受
け

る
た
め
に
、
毎
月
、
園
児
数
等
の
申
請
を
す
る
必
要

が
生
じ
ま
し
た
。

○
子
ど
も
の
保
育
認
定

　

従
来
の
本
園
は
、
三
歳
未
満
児
が
保
育
園
在
籍
で
、

三
歳
以
上
児
が
全
員
幼
稚
園
在
籍
で
し
た
。
し
か
し

新
制
度
に
な
っ
て
保
護
者
の
就
労
に
よ
っ
て
子
ど
も

の
保
育
認
定
が
異
な
り
、
三
歳
未
満
児
が
3
号
児
、

三
歳
以
上
児
で
教
育
の
み
の
子
ど
も
が
1
号
児
、
午

後
の
保
育
ま
で
の
子
が
2
号
児
と
な
り
、
そ
の
保
育

認
定
は
盛
岡
市
が
行
い
ま
す
。

○
保
護
者
の
就
労
状
況
に
よ
っ
て
利
用
料
金
が
決
定

　

従
来
の
利
用
料
金
は
、
三
歳
未
満
児
は
保
護
者
の

収
入
に
よ
っ
て
利
用
料
金
が
決
定
さ
れ
（
応
能
負

担
）、
三
歳
以
上
児
は
全
員
が
幼
稚
園
在
籍
な
の
で
、

一
律
同
一
金
額
（
応
益
負
担
）
の
利
用
料
金
で
し
た
。

　

新
制
度
で
は
全
員
が
保
護
者
の
収
入
に
よ
っ
て
利

用
料
金
が
異
な
り
、
市
町
村
が
そ
の
料
金
を
査
定
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、令
和
元
年
十
月
か
ら
三
歳
以
上
児
の
保
育
料
が

無
償
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
に
つ
い
て
は
別
記
し
ま
す
。

○
学
園
諸
規
程
の
改
正

　

新
制
度
に
移
行
す
る
た
め
に
学
園
の
諸
規
程
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。
園
則
や
管
理
運
営
規
程
を
は

じ
め
諸
々
の
規
程
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

関
連
し
て
園
務
日
誌
や
出
席
簿
等
の
様
式
も
変
更
し

ま
し
た
。

14



○
職
員
の
質
の
向
上

　

新
制
度
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
量
の
拡
大
と
質
の

向
上
が
課
題
で
す
。
職
員
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

職
員
研
修
が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
職
員
研
修
に
つ

い
て
は
別
記
（
三
十
四
ペ
ー
ジ
）
し
ま
す
。

○
未
就
園
児
保
護
者
支
援

　

新
制
度
で
は
未
就
園
児
に
対
す
る
保
護
者
支
援
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、本
園
で
は
、平
成
十
一
年

か
ら「
ト
ト
ロ
ハ
ウ
ス
」と
銘
打
っ
て
、週
一
回
、年
間

四
十
回
程
度
開
催
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
継

続
し
ま
し
た
。（
百
十
周
年
記
念
誌
二
十
八
頁
参
照
）

二
、給
食
に
つ
い
て

　

新
制
度
に
移
行
す
る
前
は
、
三
歳
以
上
児
は
全
員

幼
稚
園
在
籍
で
し
た
。
新
制
度
の
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
は
、
三
歳
以
上
の
2
号
児
に
も
給
食
提
供

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
通
り
の
外
部
委

託
に
よ
る
弁
当
給
食
で
も
可
能
で
し
た
が
、
食
育
の

重
要
性
の
高
ま
り
と
保
護
者
の
要
望
等
に
よ
り
、
給

食
調
理
室
の
大
規
模
改
修
を
盛
岡
市
等
に
お
願
い

し
、
そ
れ
が
「
子
育
て
支
援
対
策
臨
時
特
例
事
業
」

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

調
理
室
の
大
規
模
改
修
工
事

　

三
歳
児
保
育
室
の
一
室
を
調
理
室
に
し
て
大
規
模

改
修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
旧
調
理
室
を
相
談
室
に
、

相
談
室
を
二
歳
児
保
育
室
に
拡
張
す
る
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
工
期
は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
か
ら
十
二

月
末
で
し
た
。
一
月
か
ら
新
し
い
調
理
室
を
使
用
し

ま
し
た
。

経
費補助金

摘　　要 金　額（円）
岩手県 7,446,000
盛岡市 3,723,000

合　　計 11,169,000
経　費

摘　　要 金　額（円）
設計料（久慈設計） 1,080,000

本体工事（高光建設） 25,704,000
調理備品（フジマック） 6,913,215

調理用具等（橋市） 631,651
消耗品等（畑山教材他） 1,068,863

合　　計 35,397,729

職
員
体
制

　

自
園
給
食
に
対
応
す
る
た
め
に
担
当
職
員
も
常
勤

（
栄
養
士
二
名
、
調
理
師
一
名
）
と
非
常
勤
調
理
員

一
名
体
制
で
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
三
年
十

二
月
か
ら
調
理
師
一
名
増
員
し
て
い
ま
す
。

給
食
会
議

　

自
園
給
食
に
な
っ
た
た
め
、
献
立
や
残
食
及
び
食

育
・
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
等
給
食
提
供
に
つ
い
て
、
毎

月
、
給
食
担
当
者
、
園
長
、
主
幹
、
指
導
保
育
教
諭

で
給
食
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
尚
、
食
育
活
動

等
に
つ
い
て
は
四
十
頁
に
記
載
し
ま
し
た
。

給食施設図

15

盛岡幼稚園盛岡幼稚園115115年のあゆみ年のあゆみ



三
、職
員
数
及
び
園
児
数
の
変
遷

認
定
こ
ど
も
園
へ
の
対
応
と
職
員
数

　

本
園
の
認
定
こ
ど
も
園
の
取
り
組
み
は
、
平
成
十

八
年
、
県
の
委
託
を
受
け
て
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実

施
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
翌
年
、
そ
の
実
績
か
ら

一
歳
児
か
ら
の
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
二
十
二
年
、
0
歳
児
か
ら
の
「
も
り
お

か
保
育
園
」
と
し
て
認
可
さ
れ
、
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
職
員
数
は
年
々
増
加
し
、
始
ま
る

前
の
平
成
十
七
年
は
八
名
で
し
た
が
、
二
十
二
年
十

七
名
、
令
和
四
年
三
十
七
名
に
増
員
し
て
い
ま
す（
表

1
、
図
1
参
照
）。
こ
れ
は
、
三
歳
未
満
児
へ
の
対

応
や
朝
七
時
か
ら
夜
七
時
ま
で
開
所
し
保
育
に
対
応

す
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を

整
え
る
必
要
か
ら
盛
岡
市
の
職
員
配
置
基
準
よ
り
多

く
の
職
員
を
確
保
し
て
い
る
た
め
で
す
。
加
え
て
、

給
食
も
自
園
給
食
に
対
応
し
た
り
、
多
様
な
職
種
の

人
材
も
必
要
に
な
っ
て
き
た
り
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
以
降
の
園
児
数
の
推
移

　

新
制
度
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
、
利
用
定
員
を
今

ま
で
の
実
績
等
か
ら
、
表
3
に
示
し
た
通
り
、
3
号

児
は
四
十
二
名
、
1
号
児
は
各
ク
ラ
ス
十
五
名
の
四

十
五
名
、
2
号
児
は
各
ク
ラ
ス
二
十
名
の
六
十
名
計

百
四
十
七
名
に
し
ま
し
た
。

　

実
際
の
入
園
数
は
、
二
十
七
年
の
3
号
児
は
五
月

に
は
四
十
名
で
し
た
が
、
年
度
途
中
に
は
定
員
超
過

に
な
り
、
こ
の
傾
向
は
毎
年
続
き
ま
し
た
。
一
方
、

1
号
児
は
定
員
を
満
た
さ
ず
、
逆
に
2
号
児
は
、
定

員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
令
和

元
年
十
月
か
ら
保
育
料
の
無
償
化
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
「
新
2
号
」
と
い
う

制
度
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
規
程
改
正
に
よ
る
利
用
定
員
の
変
更
（
令
和
二
年
度
）

　

三
歳
以
上
児
の
1
号
と
2
号
の
入
園
実
数
と
定
員

と
を
検
討
し
ま
す
と
、
1
号
児
は
定
員
を
満
た
さ
ず
、

2
号
児
は
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

そ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
盛
岡
市
と
協
議
を
し
て
運
営
規
程
の
改
正
を

行
い
、
令
和
二
年
度
か
ら
1
号
を
十
五
名
か
ら
十
名

に
減
じ
、
逆
に
2
号
を
二
十
名
か
ら
二
十
五
名
に
増

や
し
ま
し
た
。
3
号
の
定
員
四
十
二
名
、
全
体
の
利

用
定
員
百
四
十
七
名
は
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
園
児
数
の
予
想

　

令
和
四
年
度
の
入
園
数
は
、
五
月
一
日
現
在
百
二

十
二
名
で
、
昨
年
よ
り
十
名
ほ
ど
少
な
い
人
数
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
聞
報
道
で
は
、
盛
岡
市
の
四

月
段
階
の
0
歳
〜
二
歳
の
定
員
は
空
き
人
数
が
七
百

三
十
三
人
で
待
機
児
童
な
し
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
、
今
後
は
「
量
」

の
課
題
よ
り
「
質
」
の
課
題
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
、保
育
料
の
無
償
化

　

令
和
元
年
十
月
よ
り
満
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
が
、
消
費
税
増
額
を
財
源

と
し
て
無
償
に
な
り
ま
し
た
。
三
歳
未
満
児
に
つ
い

て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
が
無
償
で
す
。

　

午
後
の
保
育
も
無
償
に
な
っ
た
た
め
、
一
号
児
で

両
親
と
も
に
就
労
し
て
い
る
た
め
保
育
を
要
す
る
園

児
も
新
た
に
市
町
村
か
ら
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を

受
け
ま
す
と
「
新
2
号
」
と
し
て
保
育
料
が
無
償
に

な
り
ま
し
た
。

新
た
な
課
題
に
対
応

　

こ
の
無
償
化
に
よ
っ
て
、
新
た
に
次
の
よ
う
な
課

題
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

①
施
設
を
利
用
す
る
人
が
多
く
な
り
、
待
機
児
童
解

消
と
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

②
そ
の
結
果
、
保
育
教
諭
の
担
い
手
が
不
足
す
る
の

で
は
な
い
か
。

③
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
職
員
の
処
遇
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

④
国
の
税
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
園
で
も

国
・
県
・
市
で
実
施
す
る
施
策
に
関
心
を
持
ち
、
特

に
も
③
の
職
員
の
処
遇
改
善
で
は
定
期
昇
給
の
他
に

年
々
基
本
給
の
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
に
す
る
た
め
に
「
職
場
ア
ン

0
5
10
15
20
25
30
35
40

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
27
年
度

令
和
４
年
度

図1　平成17年度からの職員数
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表1　職員数の推移　　　平成16年度〜令和4年度

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度
常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計

管理 2 2 2 2 2 2 2 2
保育教諭 5 5 5 5 7 2 9 7 5 12

看護・給食・事務 1 1 1 1 1 1
育休等

計 8 8 8 8 9 2 11 9 6 15

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計

管理 2 2 2 2 2 2 2 2
保育教諭 8 3 11 7 3 10 10 4 14 11 8 19

看護・給食・事務 1 1 1 1 1 1 1 1
育休等 1 1

計 10 4 14 9 4 13 12 5 17 14 9 23

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計

管理 2 2 2 2 2 2 2 2
保育教諭 11 10 21 11 10 21 10 13 23 13 11 24

看護・給食・事務 1 1 2 1 3 2 2 4 2 2 4
育休等 2 2

計 14 10 24 15 11 26 16 15 31 17 13 30

平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計

管理 2 2 2 2 2 2 2 2
保育教諭 14 12 26 13 12 25 13 14 27 16 10 26

看護・給食・事務 2 2 4 5 2 7 4 2 6 5 2 7
育休等 1 1 1 1 1 1

計 19 14 33 20 14 34 20 16 36 24 12 36

令和2年度 令和3年度 令和4年度
常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計 常勤 非常勤 計

管理 2 2 2 2 2 2
保育教諭 17 10 27 18 9 27 17 9 26

看護・給食・事務 5 3 8 5 2 7 5 2 7
育休等 2 2

計 24 13 37 25 11 36 26 11 37
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ケ
ー
ト
」
を
二
十
九
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
、
職
場

環
境
や
本
人
の
健
康
状
態
（
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

含
む
）
を
調
査
し
、
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。
④
の
質
の
向
上
に
対
し
て
は
職
員
研
修
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
研
修
の

項
を
参
照
。

五
、お
が
〜
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

新
制
度
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
な
り
、

今
ま
で
以
上
に
業
務
が
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、「
盛
岡
市
保
育
所
等
業
務
効
率
化
推
進
事

業
」
の
補
助
金
を
受
け
、
岩
手
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
株
）
の
お
が
〜
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。
購
入
金
額
は
百
四
万
九
千
七
百

六
十
円
で
、
補
助
金
額
は
四
分
の
三
で
、
上
限
額
で

し
た
。
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
降
園
の
際
は
打

刻
し
て
い
た
だ
く
よ
う
家
庭
に
依
頼
し
、
試
験
運
用

を
経
て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
か
ら
運
用
し
ま
し
た
。

運
営
の
充
実
・
改
善
を
目
指
し
て

　

新
制
度
の
一
つ
の
ね
ら
い
に
、
質
の
高
い
学
校
教

育
・
保
育
の
一
体
的
な
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ま
ず
私
た
ち
の
行
っ
て

い
る
教
育
保
育
活
動
の
全
体
図
を
職
員
で
確
認
し

（
百
十
周
年
記
念
誌
五
十
二
頁
）、
そ
れ
を
基
に
教
育

保
育
内
容
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
計
画
を
作
成
し
、

全
職
員
で
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
各

学
年
及
び
各
係
が
そ
れ
ぞ
れ
経
営
案
を
作
成
し
実
践

し
て
い
ま
す
。
計
画
や
実
践
内
容
の
保
護
者
へ
の
説

明
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
会
合
は
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ウ
ェ
ブ
や
広
報
等
で
保
護
者
に
も
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

評
価
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
己
評
価
と
外
部
評
価

と
し
て
隔
年
実
施
の
利
用
者
評
価
、
毎
年
実
施
の
学

校
関
係
者
評
価
や
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
を
開
催

し
、
運
営
の
改
善
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
新
制
度

に
移
行
す
る
前
は
、
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会
は
幼

稚
園
に
、
苦
情
解
決
第
三
者
委
員
会
は
保
育
園
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
制
度
に
移
行
し
た

年
度
よ
り
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
は
、
個
人
情
報
に
配
慮
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

表2　平成27年度〜令和4年度　園児数の推移　５月１日現在
歳

年度

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 計

3号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2・3号 合計

平成27年度 6 17 17 9 20 13 20 17 15 39 95 134

平成28年度 4 16 18 10 20 11 19 16 18 37 95 132

平成29年度 6 18 18 6 22 12 22 8 21 26 107 133

平成30年度 6 18 18 14 21 8 22 12 22 34 107 141

平成31年度 6 18 18 10 22 13 22 8 22 31 108 139

令和 2 年度 6 16 18 10 25 7 25 8 25 25 115 140

令和 3 年度 6 15 18 4 25 7 25 6 25 17 114 131

令和 4 年度 5 13 17 3 23 5 24 7 25 15 107 122

表3　平成27年度・令和2年度・令和4年度の利用定員
歳

年度

0歳 1歳 2歳 0歳〜2歳計

3号

平成27年度 6 18 18 42

令和 2 年度 6 18 18 42

令和 4 年度 6 18 18 42

歳

年度

3歳 4歳 5歳 3歳〜5歳計
計

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 計

平成27年度 15 20 15 20 15 20 45 60 105 147

令和 2 年度 10 25 10 25 10 25 30 75 105 147

令和 4 年度 10 25 10 25 10 25 30 75 105 147
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六
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

二
〇
二
〇
年
一
月　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

日
本
国
内
で
初
の
陽
性
者
確
認
、
そ
し
て
国
内
で
の

拡
大
へ

　

世
界
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
者
が
、
日
本
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
翌
月
に
は
、
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
で
の
感
染

を
き
っ
か
け
に
日
本
国
内
で
感
染
拡
大
を
見
せ
始
め

ま
す
。
未
知
な
る
感
染
症
へ
の
恐
れ
か
ら
、
全
国
的

に
マ
ス
ク
や
消
毒
液
、
ゴ
ム
手
袋
等
の
衛
生
用
品
が

品
薄
状
態
と
な
り
、
本
園
で
も
そ
れ
ら
の
物
品
の
確

保
に
苦
難
し
ま
し
た
。
翌
二
月
に
は
同
年
七
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
一
年
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
で
は
年
度
終
盤
、
卒
園
や
進
級
に
向
け
た
取
り

組
み
が
多
く
予
定
さ
れ
る
時
期
で
し
た
が
、
大
勢
で

の
参
集
を
避
け
る
為
、
保
護
者
参
加
型
行
事
で
の
人

数
制
限
、
体
調
確
認
、
行
事
の
中
止
等
の
判
断
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
移
行
と
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

　

令
和
二
年
度
の
保
育
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
登
降
園
時
に
は
保
護
者
の
園
舎
内
へ
の
立
ち
入

り
を
制
限
し
、
子
ど
も
や
ご
家
族
の
毎
日
の
健
康
観

察
を
し
て
も
ら
い
、
園
内
に
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま

な
い
為
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
送
迎
の
際
に
園
舎
内
に
立
ち
入

る
こ
と
で
保
護
者
に
見
て
感
じ
て
も
ら
え
る
は
ず
で

あ
っ
た
子
ど
も
達
の
表
情
、
壁
面
に
飾
ら
れ
た
作
品
、

園
生
活
の
雰
囲
気
。
感
染
症
対
策
と
引
き
換
え
に
、

見
え
づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
園
生

活
を
ど
の
よ
う
に
保
護
者
に
伝
え
て
い
く
か
、
職
員

そ
れ
ぞ
れ
が
こ
れ
ま
で
と
違
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、

相
談
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
手
指
消
毒
な
ど
、
学

年
ご
と
年
齢
や
子
ど
も
の
姿
に
合
っ
た
衛
生
教
育
を

進
め
な
が
ら
、
設
備
・
遊
具
の
消
毒
、
密
を
回
避
し

た
日
々
の
保
育
の
工
夫
、
行
事
の
在
り
方
の
見
直
し

等
、
集
団
保
育
の
中
で
必
要
な
感
染
症
対
策
は
何
か
、

保
育
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
べ
き
か
、
と
い
う

点
に
於
い
て
も
一
つ
一
つ
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
二
年
度
、
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
行
事
の
一

つ
が
運
動
会
で
す
。
保
育
部
は
参
加
せ
ず
、
以
上
児

の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
人
数
の
制

限
と
体
調
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
提
出
等
、
安
全
に
開

催
で
き
る
よ
う
模
索
し
、
そ
の
対
策
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
ご
家
庭
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仁
王
小
学
校
で

の
運
動
会
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
保
育
部
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
例
年
同
様
の
経
験
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
と
ね
が
い
、
日
々
の
保
育
の
中
で
ダ
ン
ス
や
か
け
っ

こ
に
取
り
組
み
、【
ミ
ニ
運
動
会
】
と
題
し
て
園
庭

で
以
上
児
に
披
露
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
様
子
を
ご
家
庭
に
届
け
る
為
、
取
り
組
み

か
ら
本
番
当
日
の
様
子
を
D
V
D
に
編
集
し
、
保
育

部
保
護
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
保
育
参
観
の
中
止
、
卒
業
を
祝
う
会
・

卒
業
式
の
縮
小
な
ど
、
こ
の
年
度
で
は
、
新
し
い
生

活
様
式
に
対
応
し
、
本
園
な
り
の
新
た
な
保
育
の
在

り
方
を
探
る
こ
と
が
重
要
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
ス
タ
ー
ト
、
コ
ロ
ナ
対
応
二
年
目
へ

　

令
和
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
も
随
分
馴
染
ん
で
き
た
よ

う
に
感
じ
ら
れ
、
本
園
で
も
、
前
年
度
に
倣
い
な
が

ら
も
そ
の
都
度
状
況
を
踏
ま
え
、
活
動
や
行
事
を
変

則
的
に
工
夫
し
な
が
ら
保
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
デ
ル
タ
株
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
っ
た

よ
り
強
い
感
染
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
変
異
株
が
出
現

し
、
瞬
く
間
に
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
特
性
や
周
囲

の
感
染
状
況
に
応
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
を
見
直

し
な
が
ら
臨
機
応
変
に
過
ご
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

ま
し
た
。

二
週
間
の
休
園
措
置
と
、
感
染
対
策
の
強
化

　

令
和
三
年
度
七
月
、
本
園
関
係
者
に
初
め
て
陽
性

者
を
確
認
。
保
健
所
の
指
示
を
受
け
、
園
は
二
週
間

の
休
園
措
置
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
休
園
措
置
の
間

に
は
、
園
舎
内
消
毒
の
徹
底
、
保
健
所
や
そ
の
他
関

係
機
関
と
の
連
絡
、
園
児
一
人
一
人
の
毎
日
の
体
調

確
認
連
絡
の
他
、
自
治
体
や
厚
生
労
働
省
の
出
す
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
各
種
通
知
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
再
度
見
直
し
、
職
員
間
で
じ
っ
く
り
話
し
合

い
改
善
を
図
る
為
の
重
要
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
園
関
係
者
、

そ
の
ご
家
族
の
感
染
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
、
い
ず

れ
も
重
症
化
せ
ず
回
復
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
大

き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
に
は
繋
が
る
こ
と
な
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
園
だ
け
で
は
な

く
、
ご
家
庭
で
も
十
分
に
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
、

共
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
こ
と
の
賜
物
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
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新
し
い
形
を
模
索
、
園
庭
で
の
運
動
会

　

コ
ロ
ナ
二
年
目
の
運
動
会
で
は
、
変
異
株
の
脅
威

も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
形
が
最
善
か
、
他
園
や
小
学

校
等
の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
を
続
け
ま
し
た
。

市
内
の
感
染
状
況
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
開
催
し
た
い
思
い
と
、
安
心
安
全
な
日
常
の

維
持
と
の
間
で
葛
藤
が
続
き
ま
し
た
。
結
果
、
園
庭

で
の
開
催
と
し
、
A
ク
ラ
ス
保
護
者
の
み
観
覧
可
能

と
す
る
厳
し
い
条
件
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
部
は
前
年
度
同
様
別
日
に
ミ
ニ
運
動
会
を
開

催
。
こ
の
年
度
で
は
、
以
上
児
・
未
満
児
共
に
、
子

ど
も
た
ち
の
当
日
ま
で
の
取
り
組
み
や
本
番
の
様
子

を
収
め
た
D
V
D
を
作
成
し
配
布
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
園
で
の
様
子
を
見
て
成
長
を
感
じ
て
頂
け

る
機
会
の
補
填
的
取
り
組
み
と
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
運
動
会
は
、
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
へ
の
配

慮
か
ら
、
誕
生
会
や
合
同
保
育
等
、
異
年
齢
児
の
交

流
を
極
力
避
け
て
い
る
状
況
の
中
で
、
他
学
年
の
応

援
を
し
た
り
、
刺
激
を
受
け
て
真
似
た
り
し
て
、
互

い
に
親
し
み
を
持
つ
貴
重
な
機
会
に
も
な
っ
た
と
感

じ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
と
子
ど
も
の
育
ち

　

こ
の
長
引
く
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
で
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
守
り
、
健
や
か
な
育
ち
を
望
む
大
人
と

し
て
、
園
と
家
庭
と
で
協
力
し
支
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
職
員
は
保
育
中
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
お
り
、
話
を
す
る
際
の
口

元
は
見
え
な
い
の
が
常
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
事
も
同
じ
場
で
は
摂
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

感
染
症
を
拡
大
さ
せ
な
い
為
に
は
重
要
な
配
慮
点
で

あ
り
ま
す
が
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
ち
や
言
葉
の
獲
得
、
愛
着
関
係
の

形
成
、
食
育
等
、
乳
幼
児
期
に
大
切
に
育
て
た
い
点

に
於
い
て
、
園
で
は
思
う
よ
う
な
関
わ
り
が
で
き
ず
、

育
ち
へ
の
影
響
を
危
惧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
ど

か
し
さ
も
伴
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
ご
家
庭
で
十

分
理
解
し
、
園
で
で
き
な
い
分
は
家
庭
で
大
切
な
時

間
と
し
て
捉
え
関
わ
っ
て
頂
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

園
と
家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
共
通
認
識
を
深

め
な
が
ら
保
育
し
て
い
く
こ
と
が
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
に
繋
が
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
園
は
様
々
な
情
報

発
信
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
今
後

も
保
育
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
と
の
繋
が
り

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
本
園
で
は
卒
業
生
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
、運
動
会
の
O
B
競
技
、ふ
た
ば
ま
つ
り
等
、卒

業
生
と
の
交
流
、
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
は
、
い
つ
も
の
よ

う
に
卒
業
生
を
招
い
た
催
し
が
で
き
ず
、
こ
こ
二
年

間
は
卒
業
生
関
連
行
事
の
全
て
を
中
止
と
し
て
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
の
状
況
が
落
ち
着
い
た
折
に
は
、
再
び
こ

の
園
舎
で
卒
業
生
た
ち
の
成
長
し
た
姿
に
会
え
る
こ

と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
課
題

　

様
々
な
変
化
を
も
た
ら
し
な
が
ら
、
現
在
も
尚
、

収
束
に
は
至
ら
ず
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
を
与
え
続

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
感
染
症
か
ら
健
康
を

守
る
こ
と
と
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
育
ち
を
ね

が
い
保
育
を
組
み
立
て
る
こ
と
と
の
両
立
は
、
こ
れ

ま
で
も
状
況
に
応
じ
変
化
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
感
染
症
対
策
の
中
で
こ
そ
新

た
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
保
育
の
ヒ
ン
ト
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
取
り
組
み
に
満
足
す
る

こ
と
な
く
、
経
験
を
次
に
活
か
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
保
育
の
形
を
追
及
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
も
絶

や
さ
ず
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
助
け
合
い
、

柔
軟
な
姿
勢
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
大
人
の
姿
は
、

未
知
な
る
未
来
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
の
心
に

映
し
て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

マ
ス
ク
を
外
し
、
お
互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
の
び

の
び
と
活
動
し
、
育
ち
合
う
。
そ
ん
な
盛
岡
幼
稚
園

本
来
の
姿
が
、
一
日
も
早
く
戻
る
よ
う
願
い
ま
す
。
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